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看護者の職業性腰痛は深刻であり、離職者防止の観点からも腰痛対策は急務である。
看護動作における腰痛発症の要因として上体を前屈させる前傾姿勢があげられるが、
効率のよい動作とされるボディメカニクスの活用は姿勢改善を促し、腰痛予防が可能
となると考える。

そこで、動作時の前傾姿勢角度を自己チェックし、ボディメカニクス活用について
自己学習可能な「ボディメカニクス学習システム」を開発している。本システムの普
及によって、看護者および地域在住の介護者にとって深刻な課題である腰痛対策に貢
献することが期待される。

看護・介護者の腰痛予防のための

ボディメカニクス学習システムの開発

■腰部負担域を「音」でリアルタイム
体感可能な機能搭載

看護動作時に腰部にかかる関節モーメント
の算出などから危険角度を40°、注意角度を
30°と定めた 。また、視覚だけでなく聴覚
からもリアルタイムに自己のボディメカニク
ス活用状況を認知させることが効果的と考え、
危険角度および注意角度における音発生機能
を搭載した。すなわち、動作時にリアルタイ
ムで自己の前傾角度の度合いを認識できるよ
うに、前傾角度に応じてパコンピュータ内蔵
スピーカーから２種類の警告音を出力する仕
組みである。前傾角度が注意角度30°を超え
たときに807Hz、前傾角度が危険角度40°を
超えたときにはより高音である2250Hzの警告
音を発生させる。

■角度表示・動作映像表示機能の搭載

看護動作時の前傾角度と両膝の屈曲角度
を、リアルタイムまたは再生時にメータおよ
びグラフとして同時に表示する。データ取得
が始まると、各メータの下に現在の角度を数
値でも表示するとともに、その時点での角度
平均値も同時に表示する。

また、学習者が自己の看護動作をリアル
タイムまたは繰り返し再生して見ることがで
きるように、動作場面の録画および再生機能
を搭載した。

■アニメーションを加えた総合評価 機能の
搭載

学習者にとってわかりやす

い評価指標とするため、得ら
れた評価結果に対応するアニ
メーションを専用のウィンド
ウに表示した。これは、評価
結果をより視覚的にわかりや
すくし、さらに楽しめるもの
にすることで使用者の学習意
欲を高めることが目的である。
本研究では基準値をバーの高
さに見立て、棒人間が棒高跳
びをするアニメーションを作
成している。

＊なお、本研究は工学部機械システム工学科 安田寿彦教授らとの共同研究である。
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研究分野 ：言語学、言語処理

日本語モダリティと中国語モダリティの対照研究

■研究課題（研究概要）

言語処理の視点からは、文（sentence）は客観事実を表す部分（命題）とその客観事
実を伝える際に話者が加えた付加情報の部分（モダリティ）から成り立っている。命題
については日本語及び中国語から大量の言語データをもとにその意味を記述する意味構
造を明らかにする。モダリティについては、まず分類を行い、日本語モダリティと中国
語モダリティの対照研究を行う。

近年は、中国語動詞の分類や否定表現、そしてデジタル文法論に重点を置き、研究を
行っている。

研究業績等（概要）
論文
1988.10 ECAT-P英中自動翻訳システム」『情報科学』
2002.10「動詞の周期性及びその周辺」 『現代中国語研究』
ほか27篇
学会発表：
2007.10.28. 「動詞の周期から見る了１と了２ 」日本中国語学会
ほか9編
国際学会発表
2014.7.10  A Description of the Chinese Character-based Grammar
The 12th BCLTS international conference on teaching & learning Chinese 
Regent’s University London, Regent's Park campus
ほか9編
著書
1999.4 「中国語を楽しもう」呉凌非 郁文堂
2000.12 「日本語の語彙・文法」共著、くろしお出版
2004.1 「大学生のための基礎中国語」呉凌非 郁文堂
2010.4 「ジョイフル中国語」呉凌非 郁文堂
2012.4 「ジョイフル中国語」初級編 呉凌非 郁文堂
翻訳
1993.4 Situational Functional Japanese Vol.Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ. 呉凌非 筑波大学ランゲージグループ
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